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There are 42 reports concerning the extrahepatic growing hepatocellural carcinoma. in 

Japan. A 42 year old man was admitted because of epigastralgia and nausea. 

During the admission, abdominal echogram showed large tumor in the right lobe. 

Celiac angiography and trans arterial embolization (T AE) were performed before surgery. 

One month after T AE, partial hepatectomy in the right posterior segment was carried out. 
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はじめ に

肝細胞癌は肝内に広く浸潤し，，全体的に発育する

のが一般的であるが，肝内iζ殆んど癌の浸潤がなく，

肝外性lζ巨大な発育を示した症例は少なく，本邦にお

いては， 1985年12月までに42例の報告をみるにすぎな

い．最近私達は，肝石葉後区より十二指腸壁まで発育

し，胆獲をサンドイツチにした巨大な肝細胞癌の l手

術例を経験したので文献的考察を加えて報告する．

症 例

患者： 42才の男性

家族歴：特記事項なし

既往歴： 15才急性腎炎

現病歴：昭和60年11月初旬頃より，恒気，心構部疹

痛を来し，近医受診，胃透視を受けたが異状所見なく，

症状も軽快せぬため，本院を紹介された．腹部エコー

にて肝癌を指摘され，昭和60年12月27日入院した． 1 

月7日肝癌が巨大であるため，肝動脈塞栓術を施行し

た．

入院時所見：体格中等，栄養やや不良，眼験結膜貧

血，黄痘なし．心肺に異常所見なし．腹部は肝2横指

触れ，圧痛を認めた．

検査所見： Table1 Iこ示す．町ーFP4544 ng/dl, Fer-

ritin 1078 ng/dl, ICG-Rmax 0. 65 mg/kg/min, GOT 

345 IU/I, GPT 614 IU/lであった．

腹腔動脈撮影（Fig.1, 2, 3）・右肝固有動脈のうち後

区へ分布する枝の末梢に微細な腫蕩血管の著しい増

生がみられる（Fig・1）.静脈相では，右葉後区全体lζ

stainを残している Fig.2）・

門脈本幹はintactであったので動脈塞栓の適応と考

え，カテーテル先端を固有動脈まで進めアドリアマイ

シン 30mgとリピオドーJレ20mgを注入，続いて

ゲJレフォノレムと MMClOmg にて動脈塞栓術を行っ

た（Fig.3）・

腹部エコー検査（Fig.4)

腹部エコーでは肝右葉IC巨大な腫蕩を認める. CT 

検査所見（Fig.5). 

Table 1. Preoperative laboratory data. 

Bl。。d Ser。l。gicaltest 

RBC 425x103 HBs-Ag （＋） 

WBC 8000 HBs-Ab （＋〉

Hb 12.6 g/dl α－Fet。pr。tein 4544 ng/ml 

Ht 58.1 % CAIG-9 14 ng/ml 

Liver functi。n Ferritin 1078 ng/ml 

T. Bilirubin 0.7 町噌／di Wa-R （一）

D. Bilげubin 0.4 mg/di Biochemical test 

GOT 345 IU/{ Na 138 mEq/( 

GPT 614 IU/[ K 104 mEq/£ 

LOH 1395 IU/[ Cl 4.5 mEq/{ 

Alk-P 319 IU/( BUN 13 mQ/dl 

r-GTP 54 IU/[ NH3 50 μ.g/dl 

LAP 128 IU/[ Blood sugar 99 mg/di 

Ch, E 181 IU/( Coagulati伺 test

T.Ch。lester。l 263 mg/( Platet 

ICG-Rmax 0.65 mg/kg/min PT 12. 7 second 

Serum pr。tein H叩 at叩 lastir司 61 % 

T。talpr。tein 5.4 g/dl FOP 12.8 μ.g/ml 

Al臥』min 53 % Fibrinog開 422 mg/di 

α，－gl。bulin 6.5 % Urinaly sis 

α2-gl。bulin 9.6 Pr。tein （±） 

β－gl。bulin 53 Sugar （ー）

r-g』。bulin 21.2 Urobilin。gen n。rmal
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Fig. 3. Transarterial embolization w踊 performed.

Fig. 1. Celiac Angiography-arterial phase. は慢性肝炎の像を呈していた．腫場を肝右葉前面より

剥離し，胆嚢摘除術を行った後，十二指腸より剥離し，

肝右葉のほぼ全体を占める肝腫蕩内IL:リピオドール 肝右葉後区を脱転し茎部を含めて肝右葉後区部分切除

の集積を認める． を行った．

手術所見：昭和61年 2月19日，上腹部波状切開で開 切除標本（Fig.7) 

腹すると肝右葉後区から十二指腸壁まで発育し，胆嚢 腫蕩の大きさは 20×10×15cmで重さは 1500gで

をサンドイツチにした巨大な肝癌を認めた（Fig.6）・肝 あった．表面は血管の怒張が著しく，割面の色は灰白

’Fig. 2. Celiac Angiography venous phase. 

色を呈していた．

病理学的所見（Fig.8)

極めて不規則組大な核を有し，核分裂や多核のもの

も多く認められ，胞体が比較的多い異型細胞が充実性

に増殖し，壊死や線維化や出血と混存しているが肝硬

変は認めなかった．

術後経過：昭和61年2月24日腹腔ドレーンより胆汁

様排出液が増加し十二指腸穿孔と診断したので再開腹

し，十二指腸穿孔部縫合を行った．術後経過は比較的

良好で，昭和61年4月17日軽快退院した．

考 察

肝外性発育型肝細胞癌については， Edmondson& 

Steinerυ が Eggel2＇の massive,nodular, diffuse type 

以外K,pedunculated Carcinomaの1項目をつけ加え

ているのみで詳細な検討はなされていない．本邦報告

例をみても，肝外性発育型肝細胞癌，有茎性肝細胞癌

の題目で発表されている事が多く，その区別に一定の

基準はないが，市川等P は， A.ectopic growing type, 
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Fig. 4. Abdominal Echogram showed large tumor in the right hepatic lobe. 

Fig. 5. CT showed large tumor in the right hepatic lobe. 
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B. extrahepatic growing type (a. Pedunculated type, 

b. Protrusive type）に分類している. A. の異所性

発育型肝細胞癌の 1例として堀内等.，の後腹膜腔内IC

存在した肝細胞癌をあげている. B.をさらに a）有

茎型一旗揚と肝との聞に肉眼的IC明確な茎が存在し，

結合織によって構成されているもの， b）肝外突出型一

肝内に腫場の一部があり，連続性lζ進展して腫蕩の大

部分が肝外lζ突出するもの， Iζ分類している．

肝外発育型肝癌細胞の発生機序として Goldberg5'

は肝門部の Glisson鞘内の迷入肝組織が癌化し肝外lζ

発育したものとしており，三好.，は， Cullen＂の報

告した副肝葉の癌化を推測している．肝外発育型肝細

胞癌を最初に報告したのは Cristiani8》（1981年）で，

その後欧米では，数例の報告1市をみるにすぎない．

本邦では，加藤山(1957年）の報告以来42例の報告が

みられる（Table2, 3）.発生部位については肝と連続性

のあるものでは，右葉原発19例，左葉原発18例，尾状

葉l例，不明 4ffe!Jで発生率では左右差はなかった．大

きさでは，最大 20×18×17cm，重量では 2060kgで

あった．肝細胞癌の組織形成については， Edornondson

Fig. 6. 日chemaof pe.iunculated hepatorna in this 

Fig. 6. case. 

Fig. 7. Resected specimen 
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Table 2. Re＼’iew of J apancse literature from 1957 to 1981. 

11) 
〈佐々木 より引用〉

年嗣
平衝E1i制績 発性部位

腫繍の大暑さ
a -l'P 細胞鳳型贋 肝 硬 度 伝帰

N・暢告書 発車年度
性別 cm (g) 

111 • 1957 ~6 男 情出 右 襲
13x10x7 

( 680) 
不 •JI 不明

平衝時〈ー〉 完病後

官1検問（＋〉 281日死

2 陳 1960 33 宜 右..分切除 右 軍 小兜商大 平 明 不明 （一）
5年 3ヶ月．． 

3 情 1963 17 宜 民蟻開腹 右 • 平司隆文 不 明 不明 不明 不明

4 開哩 1968 60 男 右車割分切除 右 量 13x10x7 不 明 不 明 〈＋）
樹後 29日

• • 
62 男 111 積 左 軍

11x25 x 12 
不 明 不明

λ院後
s 石岡 1970 

( 2800) 
〈＋）

50日死

自 Ii I& 1971 17 男 Ii¥槍側唖 右 車 小兜II大 不 明 不明
入院後

不明
6ヶ月死

1 組蒜 1973 66 男 摘出 左 軍 明 181'g/ml 
Ed mo同dson

不明
街後4カ月

不
l～H 生存

自 下山 1973 63 男 右 • Ill 分切除 右
軍 U xt6x9.5

( 1080) 

Edmondso伺 街後 1~
陰 性 （＋〉

7カ月生存II～Ill 

自 三高 1975 55 男 左竃外骨l切隊 左 量 不 明 崎 性 不 明
編後 3カ月

｛＋〉 健．
10 片山 1975 49 男 告lj 積 右 車 不 ’月 平 明

Edmondson 
（＋） 死

Ill～H 

11 平 山 TO 男 剖 憤
軍 21x15x8 Edmondson 

死1977 右 陰 性 （＋） 
( 1460) ”l～II 

12 軍も • 12x17x12 街後 1カ月
1977 80 男 摘出 右 陪 性 不明 不明

’1450) 肝不全死

13 音困 55 男 幼児聞文
Edmondson 入院後 25日

1977 制 積 不 明 噌 f生 （＋｝ 
II（ー偲Ill) 死

,. E＊＂°岬 耳開 λR産自量7ヵ月
三師 1977 67 男 削 機 右 軍 JxJx3 抱 性 〈＋）

II 死

15 
川口 軍 2ox1sx11 不明1978 ..宮 右翼部分切除 右 陰 性 非底典型 〈ー）
阿南 ( 206目）

16 
山村

量不 明 不明
山国

1978 68 宜 左翼外圃＇I切除 左 繍 性 不 明 不明

17 圃原
完備後90目

1978 0 宜 査lj 横 右 車鵠卵文 不 明 不明 （＋〉
死

18 調車 襲 1Jx9x6
Edmondson 入院自量8カ月

1978 ..男 111 検 右 陽 性 〈＋）
II～II 死

19 行奇
11x7 x 7 Ed mo岬，開 λ陵 後 31>周

1980 SJ 宜 剖 機 左
檀 （200) JHS ng/ml （＋〉

II 死

20 佐々木
22 • 16x12 Edmond•on iii樋 1年

1981 51 男 左置外曲Jtll雌 左
車 （1760) 信 性 〈一〉

II 3カ月，E
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Table 3. Review of J apanesc literature from 1931 to 1985. 

( 1981～1985 ) 

年齢
手耐又 I~ 宅時 発生部位

D~ の文書さ
• FP 細胞異聖贋 肝硬 E 伝 捕

N。岨吾者 先主 't.贋 『， ~·r cm ( g) 

12 Edmondson 
不明

耐議 5カ月

21 台司 1981 52 明 尾伏軍部分切除 fl'.伏量 8 • 6. 5 陰門
生存

が左'i:切望字 E 苦 6. 6 x 5 建内
Edmondson 術後 4カ月

22 令 i 1981 41 ll 
II、”1 生存

13 Edmondson 
23 ニ円 1981 77 男 糾左司E切昨 左茸 8. 8. 11 78 ng d I 

、
不 明

l～II 

" 小兜H大
24 ..！・ 山 1981 68 男 ＂＇孟 L 左霊 4日ng di 高分化~ 不明 平 明

( 815 

15 Edmondson *ii最S日
25 畢ホ 1981 68 男 叫左重切幹 左苦 小兜iA文 40 ng/dl ＋） 

H～＇＂ 死

16 
26 電主 .I 1981 41 宜 平明 平明 不 明 不 明 不明 平明 不 明

27 堰，I 1981 44 男 平明 不 明 不 明 不明 不明 不明 不 明

28 宅，工 1981 54 男 不明 不明 不 明 不明 不明 不明 平 8月

" 29 吉田 1982 64 男 開月置係I 右霊 平 'Jl 不明 不明 I+) 本 明

18 Edmondson 
30 中山 1982 52 男 持左聾切除 左軍 不 明 陰性 不明 不 明

19 Edmondson 
31 福瞭 1982 63 男 iミリ !1民 左翼 4. 4. 1 4000 ng/dl ( +) 死

Ill 

20 17x1Jx12 
32 本，也 1983 73 男 剖情 右翼 11000ng/dl 不明 （＋〉 死

( 186日）

21 
Edmondson 耐後2隼

33 回代 1984 59 宜 肝左軍切除 左聾 9 x8.2x8.9 110日時／di 《ー）
II 生存

H 国代 1984 56 宜 ~·I I多 左翼 16x15•7.5 9.2 ng/dl 不明 〔＋） 死

35 団代 1984 57 男 肝左彊切除 3主主 9 x 11ヌ 11 210 ng/dl 
Edmondson 

｛ー｝
術後2生

II 生存

22 
36 申儀 1984 61 男 同 z 右草 話卵大 UOO ng／刷 不明 ( +) 死

3J Edmondson 
37 市川 1984 57 男 肝左聾切酔 左聾 4x3.7•1.7 1600 ng/dl ｛ー）

1 ~事 2 カ月
II 生存

38 市川 1984 52 男 肝左翼切時 右聾 23 x 15 x 1日 障性 肉店帰E化 ( +) 1年4カ月

生存

39 市川 1984 74 男 腔窃切除 右聾 7x6x6 陰性
Edmondson 

（＋） 
樹後4カ月

II 死

23 
肝内働区埠4日 島山 1985 67 男 左置 12x8x7.5 高値 高値 不明

術後3年
切除 生存

41 島山 1985 55 ~号
肝外刷区埼 耐t量6カ月

左彊 6.5x5x4.5 不明 高値 不明
切除 生存

42 島山 1985 74 男
肝右車部分

右草
Edmondson 術後6カ月

切除
10•8.5•6 高値

H～Ill 
（ー）

主存
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Fig. 8. Microscopic findings （×100) 

分類I型2例， E～E型 1例， E型7例， E～皿型5

例， E型1例，皿～IV型2例， W型 Oで従来の報告の

様lζIV, I型が少なく I1' III型が多かった.a-FPは，

27例中18例が陽性で66.6~ちであり第 5 回全国原発性癌

迫跡調査報告の85.6%にくらべて低い傾向がみられた．

αーFP と細胞異型度との関係については， Edomond-

son分類 i型とW型に陰性例が多く，日， E型には陽

性率が高いと言われており，本邦報告例でも， i型で

は2例中陰性2例， I～日型2例中 2例陽性， E型 3

例中2例陰性，陽性1例，日～E型 5例中陽性3例，

陰性2例， E型 1f?IJ中1例陽性，皿～W型 2例中 1例

陰性，不明1例で，その傾向が認められた．

肝硬変の合併率は29例中20例69~ぢであり，第 5 回全

国集計の合併率85.65ちと比較すると低率であった．

手術について，切除率を見ると， 42例中28例63.65ち
で全国集計55.8%にくらべるとわずかに高いが，部分

切除，区域切除が多く，手術侵襲の面からみると少な

くてすみ，積極的に行うべきであると考えている．一

般の肝細胞癌と同様不良であるが， Echo,CT等画像

診断の進歩ならびに腫蕩7 ーカー診断の進歩により早

期診断が可能となってきたので予後についても改善し

てくるものと，思われる

ま と め

肝外発育型肝細胞癌の 1例を経験し，手術にて切除

し得たので報告するとともに．本邦における文献的考

察を行った．

文 献

1) Edmondson HA, Steiner PE : Primary car 

cinoma of the liver. cancer 7 : 462 503, 1954. 

2) Egge! H : Ober das Primate carcinom der 

Jeber. Beitr. Z Path Anat U Z allg Path 30：・ 506-

604, 1901. 

3）市川長，今岡真義，佐々木｛下，他：肝外発育型

肝細胞癌6例の検討ー肝外発育型細胞癌の分類と

外科治療．肝臓 25. 806 812, 1984. 

4）堀内成人，北村次男，奥田 茂，他：肝より弧立

して後腹腔内lζ存在したへパトームの l例．肝臓

10 : 259-262, 1969. 
5) Goldberg SJ, Wallenstein H Primary massive 



740 日外宝第55巻第5号〈昭和61年 9月）

liver cell carcinoma. Rev Gastroenterol l : 305-

313, 1934. 

6）三好正人，岩佐昇，藤井浩，他：肝外性の発
育し膜膝内出血をお乙した肝細胞性癌の 1例．肝
臓 18: 765-772, 1977. 

7) Cullen T S Accessory lobes of the liver. Arch 

Surg 11: 718-764, 1925. 

8) Cristiani H: Des N eoplasmes congenitaux. J de 
I' ant et Physiol 27: 249-272, 1891. 

9) Roux: Un cas de cancer primitif du foie avec 

Pericholecystite calculeuse, perforation in testi ・ 

nale. Hemostase hepatique. Rev Med de la 

suisse Rom 17: 114 119, 1897. 

10）加藤元道，南須原照久，木脇祐宗，他：興味ある
肝細胞癌の 1例．日内会誌 46: 1218, 1957. 

11）佐々木 沖，今岡真義，松井征雄，他：肝外発育
型肝細胞癌の 1例．日消外会誌 14: 1236-1240, 
1981. 

12）今岡真義，佐々木洋，松井征雄，他：：有茎性肝
細胞癌の 3例一切除率との関速において一．日消
外会誌 14:780, 1981. 

13）二村圭子，回内胤泰，他：長期経過をたどったと
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